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平
成
元
年
9
月
7
日
に
豪
雨
に
よ
る
大

災
害
に
み
ま
わ
れ
て
か
ら
、
本
格
的
な
砂

防
河
川
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
、

坂
本
谷
の
改
修
整
備
が
こ
の
ほ
ど
完
了

し
、
8
月
8
日（
土
）、
横
蔵
寺
駐
車
場

周
辺（
谷た

に

汲ぐ
み

神か
ん

原ば
ら

）で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

坂
本
谷
の
改
修
整
備
に
は
、
河
川
環
境

に
配
慮
し
た
工
事
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

竣
工
式
で
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、地
元
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、テ
ー

プ
カ
ッ
ト
と
ア
マ
ゴ
約
400
匹
を
放
流
し
竣

工
を
祝
い
ま
し
た
。

〜
環
境
に
配
慮
し
た
工
法
！
〜

坂さ
か

本も
と

谷た
に

改
修
整
備
竣
工
！

▲テープカットの様子

▲河川環境に配慮された工法の坂本谷 ▲アマゴの放流の様子

2
0
1
2
年
に
国
民
体
育
大
会
の
ぎ
ふ

清
流
国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
ぎ
ふ
清
流
大
会
が
岐
阜
県
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
総

決
起
大
会
が
8
月
28
日（
金
）、
岐
阜
メ
モ

リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
決
起
大
会
で
、
古
田
知
事
に
よ
る
県

民
総
参
加
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
、
ミ
ナ
モ
運
動

ス
タ
ー
ト
宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
ソ
ン
グ
「
は
ば
た
け
、
未
来

へ
」
の
ダ
ン
ス
・
体
操
の
発
表
は
、
振
り

付
け
に
関
わ
っ
た
佐さ

藤と
う

弘ひ
ろ

道み
ち

さ
ん
と
300
人

の
ダ
ン
ス
キ
ッ
ズ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
選
手
や
そ
れ
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
応

援
す
る
人
、全
国
か
ら
訪
れ

る
人
を
お
も
て
な
し
す
る
人

な
ど
、
大
会
に
関
わ
る
人
々
の
心
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
も

の
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
「
や
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
大
会
に
な
る
よ

う
県
民
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ミ
ナ
モ
運
動
と
名
づ
け
ら
れ
た
県
民
運

動
は
、
３
つ
の
分
野
で
行
わ
れ
ま
す
。

(

ミ)

み
ん
な
の
ハ
ー
ト
で
お
も
て
な
し

(

ナ)

ナ
イ
ス
フ
ァ
イ
ト
で
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
！

(

モ)

も
っ
と
輝
け
！
清
流
と
ふ
る
さ
と

皆
さ
ん
も
、
ミ
ナ
モ
運
動
に
参
加
し
て

ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

〜
国
民
体
育
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〜

総
決
起
大
会
開
催
！

▲会場全体でダンスが披露されました ▲古田知事により県民総参加が呼びかけられました
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8
月
13
日（
木
）か
ら
17
日（
月
）ま
で
の

間
、
徳
山
ダ
ム
で
観
光
放
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ダ
ム
サ
イ
ト
公
園
に
は
、
洪
水
吐
ゲ
ー

ト
か
ら
の
放
流
を
一
目
見
よ
う
と
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
放
流
は
、
10

時
、
12
時
、
14
時
の
3
回
行
わ
れ
、
う
ろ

こ
の
よ
う
な
模
様
の
波
が
、
洪
水
吐
か
ら

流
れ
お
ち
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
ム

サ
イ
ト
公
園
内
の
町
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
サ
ワ
ア
ザ
ミ
の
佃
煮
や
一
番
茶
の
荒

茶
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

〜
夏
休
み
期
間
に
合
わ
せ
〜

徳
山
ダ
ム
で
観
光
放
流
！

▲放流が始まると、うろこのような模様があらわれました

▲うろこ模様を一目見ようと多くの観光客が訪れました（徳山ダムサイト公園にて）

揖
斐
川
町
の
水
道
工
事
店
有
志
15
社
に

よ
る
町
内
の
水
道
施
設
の
清
掃
奉
仕
作
業

が
、
8
月
28
日（
金
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
は
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
15
事
業
所
か
ら
各
1
人
の
15
人
の
皆

さ
ん
が
早
朝
か
ら
お
昼
ま
で
、
水
道
施
設
や

そ
の
周
辺
の
草
刈
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

施
設
周
辺
が
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜
き
れ
い
な
水
道
施
設
に
〜

清
掃
奉
仕
作
業
！

▲熱心に除草作業が行われました

谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員
会
主
催
の

「
谷
汲
山
観
月
音
楽
祭（
お
十
七
夜
コ
ン

サ
ー
ト
）」
が
、
8
月
17
日（
月
）、
谷
汲

山
華
厳
寺
の
境
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ル
ー
ト
や
三
味
線
、
マ
リ
ン
バ
と
ピ

ア
ノ
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
境
内
に
美
し
い

音
色
が
響
き
わ
た
り
、
約
500
人
の
聴
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。
門
前
の
参
道
や
境
内
に

は
燈
籠
が
並
び
、
幻
想
的
に
演
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
バ
ザ
ー

も
好
評
で
し
た
。

〜
幻
想
的
に
演
出
〜

お
十
七
夜
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

▲マリンバの演奏の様子
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町
内
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
楽
し
め

る
、
揖
斐
川
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
8
月
22
日（
土
）、
揖
斐
川
町
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
上
新
町
と
揖
斐
祭
子
供
歌
舞

伎
保
存
会
に
よ
る
子
供
歌
舞
伎
、
乙
原
地

区（
久
瀬
地
域
）に
伝
わ
る
乙
原
歌
舞
伎
、

川
合
太
鼓
踊
り（
春
日
地
域
）が
披
露
さ
れ
、

観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中

央
公
民
館
前
の
駐
車
場
で
は
、
特
産
品
の

販
売
や
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

〜
揖
斐
川
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

い
び
が
わ
の
伝
統
芸
能
を
披
露
！

▲上新町の子供歌舞伎

▲揖斐祭子供歌舞伎保存会の子供歌舞伎 ▲久瀬乙原歌舞伎保存会の乙原歌舞伎

8
月
16
日（
日
）、
春
日
川
合

か
わ
い

地
区
で
川

合
太
鼓
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
合
太
鼓
踊
り
は
、
9
人
の
踊
り
手
と

4
人
の
笛
で
構
成
さ
れ
、「
ボ
ン
デ
ン
」と

い
う
幣へ

い

束そ
く

を
も
つ
踊
り
手
が
、
列
の
先
頭

に
立
っ
て
踊
り
の
指
揮
を
と
り
、
列
の
最

後
尾
に
は「
ヤ
ク
ガ
シ
ラ
」と
い
う
踊
り
手

が
大
太
鼓
を
抱
き
か
か
え
、
激
し
く
動
き

な
が
ら
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
も
の
で
す
。

光こ
う

明み
ょ
う

寺じ

で
は
大
勢
の
見
物
客
が
見
守

る
中
、
勇
壮
な
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
春
日

の
山
々
に
笛
や
太
鼓
の
音
が
響
い
て
い
ま

し
た
。 春

日
川
合
太
鼓
踊
り

〜
太
鼓
打
ち
鳴
ら
し
激
し
く
踊
る
〜

▲春日の川合太鼓踊りを披露する保存会の皆さん

三
倉
の
太
鼓
踊
が
、
8
月
15
日（
土
）、

三み

倉く
ら

地
区（
久
瀬
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
踊
り
は
、
源
氏
の
武
将
た
ち
が
勝

利
を
祝
っ
て
踊
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
と
さ

れ
、
笛
や
鉦し

ょ
う

の
音
に
あ
わ
せ
て
太
鼓
を
担

い
だ
踊
り
手
が
、
高
さ
4
メ
ー
ト
ル
の
シ

ナ
イ
を
背
負
い
、
体
を
揺
ら
し
て
踊
る
も

の
で
す
。

峯み
ね

神
社
で
は
、
拍
子
踊
り
や
役
歌
踊
り

な
ど
の
勇
壮
な
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ

た
観
衆
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

三
倉
太
鼓
踊

〜
シ
ナ
イ
く
ね
ら
せ
勇
壮
な
舞
〜

▲三倉太鼓踊を披露する保存会の皆さん
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〜
友
好
都
市
提
携
の
北
海
道
芽
室
町
で
〜

小
学
生
が
県
外
研
修

十
勝
平
野
で
農
業
体
験
！

▲新嵐山展望台での記念撮影

▲広大な農地が広がっていました

少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会
で

表
彰
受
賞
！

▲渡辺さん、中島さん　おめでとうございます

▲旅の思いでの冊子を作りました ▲じゃがいもの選別を行う児童たち

8
月
21
日（
金
）か
ら
25
日（
火
）ま
で
、

町
内
の
小
学
校
6
年
生
13
人
が
県
外
派
遣

研
修
で
北
海
道
芽
室
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

芽
室
町
役
場
へ
の
表
敬
訪
問
で
は
、
宮

西
町
長
を
は
じ
め
皆
さ
ん
の
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。

広
大
な
土
地
で
の
農
場
や
牧
場
の
体
験

学
習
は
、
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
と
選
別
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ

ん
に
よ
る
お
も
て
な
し
を
受
け
、
人
へ
の

思
い
や
り
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

雄
大
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
芽
室
町
で

の
研
修
は
、
ふ
る
さ
と
や
家
族
の
ぬ
く
も
り

を
再
認
識
す
る
5
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
県
外（
北
海
道
）派
遣
事
業

参
加
児
童

揖
斐
小
学
校
　
高た

か

橋は
し

美み

紀の
り

さ
ん

若わ
か

園ぞ
の

麻ま

帆ほ

さ
ん

大
和
小
学
校
　
中な

か

村む
ら

佐さ

妃き

さ
ん

荒あ
ら

木き

萌も
え

さ
ん

太お
お

田た

樹い
つ
き

さ
ん

北
方
小
学
校
　
森も

り

本も
と

理り

瑚こ

さ
ん

岩い
わ

間ま

翔し
ょ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん

清
水
小
学
校
　
森も

り

華か

菜な

さ
ん

小
島
小
学
校
　
小お

澤ざ
わ

直な
お

人と

さ
ん

御み

田た

村む
ら

彩あ
や

さ
ん

谷
汲
小
学
校
　
山や

ま

下し
た

寧な

々な

さ
ん

久
瀬
小
学
校
　
高た

か

橋は
し

智と
も

也や

さ
ん

養
基
小
学
校
　
藤ふ

じ

原わ
ら

百も
も

花か

さ
ん

少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会
「
わ
た
し
の

主
張
２
０
０
９
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

た
北
和
中
学
校
３
年
生
の
渡わ

た

辺な
べ

こ
と
乃の

さ

ん
と
、
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
揖
斐
川
中

学
校
３
年
生
の
中な

か

島し
ま

小さ

百ゆ

合り

さ
ん
が
、
８

月
11
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
へ
報
告
に

訪
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
今
年
６
月
の
揖
斐
郡
大
会

と
ビ
デ
オ
審
査
で
行
わ
れ
た
西
濃
地
区
大

会
を
経
て
、
８
月
７
日（
金
）に
本
巣
市
文

化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
岐
阜
県
大
会
に
臨

み
ま
し
た
。

宗
宮
町
長
は
「
県
内
の
各
地
区
代
表

17
人
の
う
ち
揖
斐
川
町
か
ら
二
人
の
代
表

が
出
せ
た
の
は
誇
ら
し
い
。」
と
話
し
ま

し
た
。


